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８
月
７
日
、
徳
良
湖
畔
で

「
第
11
回
全
日
本
す
い
か
割
り

選
手
権
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
尾
花

沢
す
い
か
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、

す
い
か
割
り
と
い
う
公
式
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
市
内
外
の
人
々

が
交
流
し
、「
尾
花
沢
す
い
か
」

の
お
い
し
さ
を
大
勢
の
人
に
知

っ
て
も
ら
お
う
と
「
全
日
本
す

い
か
割
り
選
手
権
大
会
実
行
委

員
会
」（
三
浦
好
昭
委
員
長
）

が
主
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
時
折
雨
が
強
く
降
る

天
気
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら

３
人
１
組
で
14
チ
ー
ム
が
参
加
。

３
人
の
う
ち
２
人
の
選
手
が
両

脇
か
ら
声
を
掛
け
、
目
隠
し
を

し
た
選
手
を
７
ⅿ
先
に
置
い
て

あ
る
ス
イ
カ
ま
で
誘
導
し
ま
す
。

ナ
ビ
役
の
選
手
の
「
よ
し
、
割

っ
て
！
」
の
合
図
で
目
隠
し
し

た
選
手
が
勢
い
よ
く
棒
を
振
り

下
ろ
す
と
、
会
場
か
ら
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

全日本すいか割り
選手権大会

※各事業等は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で行っています。
※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。

夏
ス
イ
カ
が
自
慢
の
尾
花

沢
で
ス
イ
カ
を
利
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

｢尾花沢すいか｣
おいしいね♥ すいかのタネ飛ばし競争 すいかボーリング大会

市
長
自
ら
消
費
地
に
赴
き
、本
市
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
。
関
係
者
に
も
直
接
お
い
し
さ
や
安
全
性
を
売
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

｢尾
花
沢
す
い
か
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
こ
こ
２
年
間
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、今
回
３
年
ぶ
り
に
実
施
。
尾
花
沢
市
長
の
ほ
か
、Ｊ
Ａ

み
ち
の
く
村
山
代
表
理
事
組
合
長
や
村
山
市
長
、
大
石
田
町
長
、

全
農
山
形
県
本
部
長
ら
と
連
携
し
て
、７
月
23
日
に
は
東
京
都

の
大
田
市
場
、
同
26
日
に
は
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
を
訪
れ
、

｢今
年
も
甘
く
シ
ャ
リ
感
の
あ
る
ス
イ
カ
が
実
っ
た
の
で
、多
く

の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま

し
た
。
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
尾
花
沢
す
い
か
の
入
荷
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
と
の
声
が
聞
か
れ
、威
勢
の
良
い
競
り
が
始
ま
る

と
「
尾
花
沢
す
い
か
」
が
業
者
に
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢尾花沢すいか｣
東京・大阪でＰＲ

３
年
ぶ
り
に
東
京
・
大
阪
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

「
尾
花
沢
す
い
か
」
を
市
場
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ

▲東京都の大田市場に飾ったスイカアート。

▶
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
で
｢尾
花
沢

す
い
か
｣の
出
来
栄
え
を
Ｐ
Ｒ
す
る

菅
根
尾
花
沢
市
長
。

▶
東
京
都
の
大
田
市
場
で
Ｐ
Ｒ
す
る
Ｊ

Ａ
み
ち
の
く
村
山
の
三
浦
代
表
理
事

組
合
長
。

近年、地球温暖化が原因とみられる猛暑や豪雨災害が頻発・激甚化しています。令和２年７月豪雨では、
市内で大規模な断水が発生するなど、私たちの生活に大きな影響を及ぼしました。
この問題を解決するため、尾花沢市では令和３年５月に、2050年を目標とする「ゼロカーボンシティ宣
言」を行ったほか、今年５月に環境基本計画の改定を行い、市民一人ひとりが環境問題を自分ごとと
して捉え、環境に配慮した行動を実践していくこととしています。
ゼロカーボンシティを実現するためには、市民の皆さんの協力が不可欠です。今回よりシリーズで身近に

できる取り組みを紹介していきますので、皆さんも一緒に環境問題について考えてみましょう！

ゼロカーボンってなに

設定温度を｢強｣から｢中｣に変えてみよう。

企業や家庭から排出される二酸化炭素など
の温室効果ガス（カーボン）を可能な限り

削減し、それでも削減しきれない排出量を森林
などに吸収して、実質的に排出量を０（ゼロ）
にすることです。

？Q
A

冷蔵庫の温度は適切ですか？冷蔵庫の温度は適切ですか？

が期待できます｡

1,670円(年間約 の電気代節約)

身近なところから､
できることから､
はじめてみよう。

アクション❶

2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの2050尾花沢市ゼロカーボンシティへの
チャレンジチャレンジ

出典：環境省脱炭素ポータルサイト

シリーズ①

よし､そ
こだ！

割って
！

勢いよく棒を振
り下ろした瞬間

、想像以上に

砕け散ったスイ
カに観客もびっ

くり！

★大会で使用したスイカは、それぞれのチームに提供されました。

▲競りの様子を見守るトップセールスの
関係者たち。

CO２約 の削減30.1㎏

◆環境エネルギー課 生活環境エネルギー係 ☎(22)1112



８月27日・28日に開催が予定されていた「お
ばなざわ花笠まつり」は新型コロナ感染拡大
のため中止となり、27日の諏訪神社例祭の神
事のみが行われました。市民の安寧と五穀豊
穣を祈って、高校生２人の巫女舞も披露。参
列者は、来年こそは盛大に花笠まつりが行わ
れ、地域文化が継承されるように願いました。

８/９

釜ヶ沢大明神奥の院 例大祭
居合道の聖地で早業を披露８/21

小学生16人が参加し、カレーに入れる野菜
を包丁やピーラーで下ごしらえしたり、防犯
標語看板作りやすいか割りなどを体験しまし
た。「どれも初めて」という子もいて、ひと夏
の楽しい思い出ができたようです。

細野地区にある居合道ゆかりの地、釜ヶ沢
大明神奥の院で参拝と奉納演武が行われまし
た。下山後は、農家レストラン「蔵」で剣士
が真剣による演武を披露。居合の神髄に迫る
剣さばきに会場から拍手が送られていました。

宮沢地区｢夏休み子ども体験教室｣
初めての体験に挑戦！

８/21
第31回ローラースキー尾花沢大会
冬本番のスキーに向けて
過酷なレースに果敢に挑む

鶴子地区｢なかよしお茶飲み会＆100歳体操｣
みんなで体操して交流、
やっぱり楽しい！８/25

公道をローラースキーで走る大会が鶴子地
区で開催され、小学生から大人まで82人が参
加。花笠高原荘付近の３㎞と５㎞のコースに
挑みました。選手たちは真夏の暑さに耐えな
がら起伏にとんだコースを疾走していました。

花笠高原荘で、鶴子地区民生児童委員が企
画する100歳体操が行われ、地区民25人が参
加しました。また、ボランティア「かかし」
による三味線演奏や民謡も披露され、体操と
音楽で地区民同士の交流を楽しみました。
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載せきれなかった話題は尾花沢市公式ホームページに掲載中。

URLはhttp://www.city.obanazawa.yamagata.jp
トップページ → ニュース特急便(※アイコンをクリック) → 最新の記事 → ニュース特急便

※撮影のため一時的にマスクを外している写真があります。
※イベント等は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

福原小６年生が、伊藤瓢堂さんと矢作清次
郎さんの指導で、土器の茶碗づくりに挑戦。
児童たちは縄文時代の方法で火起こし体験を
した後、縄で模様を付けた茶碗を火にくべて
野焼きをしました。火が消えると、色合いも
形も違う世界で一つだけの茶碗が完成。この
茶碗で秋にはお茶会をして楽しむ予定です。

８/26

諏訪神社例祭
来年こそは｢花笠まつり｣が
開催されますように８/27

福原小学校 縄文土器づくり体験
地元の土で世界に一つ
だけの茶碗をつくろう

新庄・最上・尾花沢地区の高校生を対象に
したジモト大学尾花沢キャンパスのプログラ
ムとして「自分が欲しいふるさと納税返礼品」
を考えるワークショップが開催されました。
尾花沢市の特産品や旅行商品に携わる大人と
一緒に活発な意見交換が行われ、参加した高
校生から様々なアイデアが出されました。

徳良湖畔に新しく、安全性が高く誰もが楽
しく乗れるヨット｢ハンザ｣がお目見え。お披
露目会の後、北村山高校セーリングチームと
東桜学館の生徒がボランティアでスタッフと
して参加し、ヨット試乗体験が行われました。
親子連れなどが徳良湖の湖面へと漕ぎ出し、
水上のアクティビティを楽しんでいました。

８/７

８/18
ジモト大学尾花沢キャンパス
｢ふるさとからの返礼品｣
探究プロジェクト

｢砂ASOBeach in 徳良湖｣開催
湖面で楽しむ夏の一日

▲大会には、北京冬季オリンピックバイアスロン選手として出場した
尾崎光輔選手(鶴巻田出身)も出場し、大会を盛り上げました。

※行事は新型コロナ感染防止対策をとった上で行っています。

▲Ｂ＆Ｇ財団から徳良湖ヨット倶楽部に譲渡されたヨット「ハンザ」
に乗って楽しむ親子。
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こ
の
ク
ラ
ス
で
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
」

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

６
つ
あ
り
、
最
近
は
運
動
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
仲
間
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
５
、
６
年
生
が
い
っ
し
ょ
に
活
動
す
る

の
で
、
ク
ラ
ス
の
絆
を
も
っ
と
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
級
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
に
、

「
明
る
く
元
気
で
み
ん
な
で
協
力
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
物

事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
で
笑
え

る
こ
の
ク
ラ
ス
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
み
ん
な
の
仲
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

( )玉野小学校
５・６年生(16人)

いつでも元気いっぱい
の玉野っ子。高学年とし
ての責任感が強く、的確
に指示が出せるように成
長しています。玉野小で
の一日一日が最高の思い
出になるよう、常に挑戦
していきましょう。

駒沢 優弥 先生

全
員
が
友
達

玉野小学校６年

(粟生)
遠藤 嘉乃さん

か

※撮影のため、一時的にマスクを外しています。

の
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『宮
城
・
山
形
｢絆
｣

ツ
ー
ル
・
ド
・
347
２
０
２
２
』

宮
城
・
山
形
を
結
ぶ
国
道
347
号
で
、

自
転
車
イ
ベ
ン
ト
｢ツ
ー
ル
・
ド
・
347
｣

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
路
上

で
の
一
般
車
両
の
交
通
規
制
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
自
宅
前
の
出
入
り
な
ど
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
９
月
25
日
(日
)

■
市
内
通
過
予
定
時
間
／

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分

■
コ
ー
ス
／
国
道
347
号
沿
い

母
袋
〜

徳
良
湖
〜
北
町
〜
大
石
田

問
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係

☎
(22
)１
１
２
５

尾花沢市役所 代表 ☎(22)1111

お
く
の
ほ
そ
道
尾
花
沢
そ
ば
街
道

｢第
24
回
新
そ
ば
ま
つ
り
｣開
催

■
日
時
／
10
月
16
日
(日
)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
受
付
時
間
／

①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

(先
着
順
238
食
)

②
正
午
〜
午
後
１
時
30
分

(先
着
順
240
食
)

③
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

(先
着
順
222
食
)

■
会
場
／
市
役
所
西
側
駐
車
場
特
設
会
場

■
前
売
券
／
１
，
２
０
０
円
(２
食
分
)

※
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
売
券
を
購
入
で
き
る
の
は
、
次
の

２
点
を
ど
ち
ら
も
満
た
す
方
で
す
。

①
山
形
県
・
宮
城
県
在
住
の
方
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
３
回
以
上

接
種
し
て
い
る
方
で
、
ま
つ
り
当
日

に
接
種
証
明
書
を
提
示
で
き
る
方
。

■
予
約
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
左
記
へ
申
込
。
そ
の
際
、
次
の

①
〜
⑤
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

①
チ
ケ
ッ
ト
枚
数

②
代
表
者
の
方
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号

③
代
表
者
の
ほ
か
に
一
緒
に
参
加
さ
れ

る
方
の
人
数

④
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
る
全
て
の
方
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
３
回
以
上

接
種
済
み
で
、
新
そ
ば
ま
つ
り
当
日

に
接
種
証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か

⑤
希
望
す
る
時
間
帯
（
受
付
時
間
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
時
間
帯
で
、
さ
ら

に
30
分
ご
と
に
入
場
時
刻
を
割
り
振

り
し
、
後
日
チ
ケ
ッ
ト
と
一
緒
に
郵

送
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

※
時
間
帯
ご
と
に
、
申
込
数
が
上
限
に

達
し
た
場
合
は
、
別
の
時
間
帯
を
ご

案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
料
金
は
、
新
そ
ば
ま
つ
り

当
日
、
会
場
に
て
チ
ケ
ッ
ト
と
引
き

換
え
に
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
10
月
２
日
(日
)

問
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係

☎
(22
)１
１
２
５

FAX
(22
)３
２
２
２

Ｅ
メ
ー
ル
shoko@
city.obanazaw
a.

yam
agata.jp

(一
社
)尾
花
沢
市
観
光
物
産
協
会

☎
(23
)４
５
６
７

FAX
(23
)４
５
６
８

Ｅ
メ
ー
ル
obane-kank@
ic-net.

or.jp

９
月
21
日
〜
９
月
30
日

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
重
大
事
故
に
つ

な
が
る
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〜
交
通
安
全
「
互
い
に
守
る
思
い
や
り
」

県
民
運
動
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
万
全
を
期
し
て
推
進
し
よ
う
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
の
安
全
確
保

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
等

の
防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
撲
滅

○
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

【♥
尾
花
沢
市
交
通
安
全
母
の
会
事
業

ハ
ー
ト
フ
ル
メ
ー
ル
展
開
催
♥
】

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
、

市
内
の
小
学
４
年
生
が
書
い
た
交
通
安

全
メ
ッ
セ
ー
ジ
葉
書
を
市
役
所
１
階

市
民
サ
ロ
ン
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
務
課
市
民
生
活
係

【内
線
137
】

運
動
の
重
点

紅
葉
の
二
ツ
森
へ
登
ろ
う
！

〜
二
ツ
森
男
山
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
〜

■
期
日
／
10
月
22
日
(土
)

午
前
９
時
集
合

■
集
合
場
所
／
玉
野
地
区
公
民
館

■
持
ち
物
／
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
な

ど
（
小
雨
決
行
）

■
参
加
料
／
300
円

■
申
込
締
切
／
10
月
７
日
(金
)

■
定
員
／
先
着
50
人

※
公
民
館
か
ら
登
山
口
ま
で
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

問
玉
野
地
区
公
民
館

☎
(28
)２
１
１
１

第
304
回
山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会

無
料
鑑
賞
券
の
申
込
者
募
集

■
日
時
／
10
月
22
日
(土
)

午
後
７
時
開
演

■
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
「
第
304
回

山
響
鑑
賞
券
希
望
」
②
郵
便
番
号
・

住
所
③
氏
名
④
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
へ
郵
送
。

※
市
内
在
住
の
方
が
対
象
（
１
人
１
枚

ま
で
）。
当
選
者
に
つ
い
て
は
、
鑑

賞
券
の
発
送
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
申
込
締
切
／
９
月
30
日
(金
)必
着

問
社
会
教
育
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
(23
)３
３
３
２

過
疎
法
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
の
お
知
ら
せ

尾
花
沢
市
内
に
工
場
等
の
新
増
築
や

生
産
設
備
の
た
め
の
償
却
資
産
を
新
増

設
し
た
際
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
に
は
、
該
当
す
る
資
産
の
固

定
資
産
税
が
３
年
間
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

■
対
象
業
種
／
製
造
業
、
旅
館
業
、
農

林
水
産
物
等
販
売
業
（
加
工
販
売
・

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）、
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等

■
取
得
要
件
／
資
本
金
の
規
模
に
応
じ
、

500
万
円
〜
２
千
万
円
以
上
の
取
得

※
詳
細
は
市
HP
ま
た
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
務
課
資
産
税
係

【内
線
125
】

農
耕
作
業
用
自
動
車
、
小
型
特
殊

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
は
軽

自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
な
ど
の
農
耕
作
業

用
自
動
車
、
堆
肥
散
布
機
な
ど
の
け
ん

引
式
の
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
、
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど

の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
で
す
。

該
当
す
る
車
両
を
取
得
し
た
方
（
法

人
）
は
、
市
税
係
に
申
告
し
、
標
識
番

号
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
は
、
車
両
後
方
の
見
や
す
い

箇
所
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
場
所
／
市
民
税
務
課

市
税
係

（
市
役
所
１
階
）

※
田
畑
や
工
場
で
し
か
使
用
せ
ず
、
公

道
を
走
行
す
る
こ
と
の
な
い
車
両
に

つ
い
て
も
、
申
告
を
し
て
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
市
税
係
【内
線
121
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

出
張
申
請
を
行
い
ま
す

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
９
月
末
ま
で
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

左
記
日
程
で
出
張
申
請
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
９
月
23
日
(金
・
祝
)

①
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
サ
ル
ナ
ー
ト

■
持
ち
物
／
①
本
人
確
認
書
類
②
通
知

カ
ー
ド
③
個
人
番
号
申
請
書

※
②
・
③
は
な
く
て
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
市
民
税
務
課
市
民
年
金
係

【内
線
131
〜
135
】

応
急
手
当
講
習
会
受
講
者
募
集

心
臓
や
呼
吸
が
突
然
止
ま
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、「
応
急
手
当
」
を
行
っ
た
か
ど

う
か
で
命
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

講
習
会
で
正
し
い
「
応
急
手
当
」
の

方
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
）
を

身
に
つ
け
、
家
庭
や
職
場
、
自
治
会
の

皆
さ
ん
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る

人
々
の
救
命
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

講
習
会
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
開
催
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
救
急
係

☎
(22
)１
１
３
１


